
告

示

福
島
県
告
示
第
四
百
九
十
六
号

鳥
獣
保
護
区
を
設
定
す
る
件(

平
成
三
年
福
島
県
告
示
第
九
百
九
十
四
号)

で
設
定
し
た
鳥
獣
保
護

区
に
つ
い
て
、
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律(

平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号)

第
二
十
八
条
第
七
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
存
続
期
間
を
更
新
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
五
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

名
称
、
区
域
及
び
所
在
地

名

称

区

域

所

在

地

高
松
山
鳥
獣
保
護
区

別
紙
区
域
図
の
と
お
り

本
宮
市

二

存
続
期
間

平
成
二
十
三
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
三
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

三

鳥
獣
保
護
区
の
保
護
に
関
す
る
指
針

１

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
区
分

身
近
な
鳥
獣
生
息
地
の
保
護
区

２

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
目
的

当
該
鳥
獣
保
護
区
は
、
本
宮
市
糠
沢
に
あ
る
高
松
山
を
中
心
と
し
た
区
域
に
あ
り
、
当
該
地
域

に
は
、
高
松
山
観
音
寺
が
あ
り
、
信
仰
の
山
と
し
て
地
元
民
に
親
し
ま
れ
管
理
さ
れ
て
お
り
、
ニ

ホ
ン
リ
ス
、
ホ
ン
ド
ノ
ウ
サ
ギ
や
キ
ジ
、
ツ
グ
ミ
を
始
め
と
す
る
多
様
な
鳥
獣
が
生
息
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
当
該
地
域
は
、
鳥
獣
の
生
息
の
た
め
重
要
な
区
域
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
第
二
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
鳥
獣
保

護
区
に
指
定
し
、
当
該
地
域
に
生
息
す
る
鳥
獣
の
保
護
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

(
｢

別
紙
区
域
図｣

は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
福
島
県
生
活
環
境
部
環
境
共
生
総
室
自
然
保
護
課

及
び
福
島
県
地
方
振
興
局
県
民
環
境
部
県
民
生
活
課(

南
会
津
地
方
振
興
局
に
あ
っ
て
は
県
民
環
境
部

県
民
環
境
課
、
い
わ
き
地
方
振
興
局
に
あ
っ
て
は
県
民
部
県
民
生
活
課)

に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。)

(

自
然
保
護
課)

福
島
県
告
示
第
四
百
九
十
七
号

鳥
獣
保
護
区
を
設
定
す
る
件(

平
成
十
三
年
福
島
県
告
示
第
八
百
五
十
六
号)

で
設
定
し
た
鳥
獣
保

護
区
に
つ
い
て
、
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律(

平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号)

第
二
十
八
条
第
七
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
存
続
期
間
を
更
新
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
五
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

名
称
、
区
域
及
び
所
在
地

名

称

区

域

所

在

地

裏
磐
梯
鳥
獣
保
護
区

別
紙
区
域
図
の
と
お
り

北
塩
原
村
及
び
猪
苗

代
町

尾
瀬
鳥
獣
保
護
区

別
紙
区
域
図
の
と
お
り

檜
枝
岐
村

二

存
続
期
間

平
成
二
十
三
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
三
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

三

鳥
獣
保
護
区
の
保
護
に
関
す
る
指
針

１

裏
磐
梯
鳥
獣
保
護
区

一�

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
区
分
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毎
週
火
・
金
曜
日
発
行(

当
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
、
休
日
の
翌
日)

目

次

告

示

○
鳥
獣
保
護
区
に
つ
い
て
存
続
期
間
を
更

新
す
る
件
二
件

三
七
八

○
特
別
保
護
地
区
を
指
定
す
る
件

三
七
九

○
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
を
指
定
す
る

件
二
件

三
八
〇

○
福
島
県
化
学
物
質
適
正
管
理
指
針
を
定

め
た
件
を
廃
止
す
る
件

三
八
一

○
福
島
県
振
動
防
止
対
策
指
針
を
定
め
た

件
を
廃
止
す
る
件

三
八
一

○
福
島
県
悪
臭
防
止
対
策
指
針
を
定
め
た

件
を
廃
止
す
る
件

三
八
一

○
県
営
土
地
改
良
事
業
計
画
を
変
更
し
た

件
二
件

三
八
一

○
道
路
の
区
域
を
変
更
す
る
件

三
八
二

○
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
件

三
八
三

○
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
一
部
に
つ

い
て
指
定
を
解
除
す
る
件

三
八
三

公

告

○
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
定
款
の
変
更

の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
件

三
八
三

○
福
島
県
准
看
護
師
試
験
を
実
施
す
る
件

三
八
三

○
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
に
お
け
る
特

定
開
発
行
為
の
許
可
に
係
る
対
策
工
事

等
が
完
了
し
た
件

三
八
四



集
団
渡
来
地
の
保
護
区

二�

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
目
的

当
該
鳥
獣
保
護
区
は
、
磐
梯
山
の
北
側
に
位
置
し
、
磐
梯
山
の
噴
火
に
よ
り
河
川
が
せ
き
止

め
ら
れ
て
で
き
た
檜
原
湖
等
の
湖
沼
群
及
び
東
大
顛
ま
で
の
吾
妻
山
系
西
側
の
地
域
で
あ
り
、

鳥
獣
の
多
様
な
生
息
環
境
を
有
し
て
い
る
。
標
高
約
八
百
メ
ー
ト
ル
の
湖
沼
や
湿
原
か
ら
、
針

葉
樹
林
、
広
葉
樹
林
、
広
葉
樹
と
の
混
交
林
が
続
き
、
カ
ル
ガ
モ
な
ど
水
辺
の
渡
り
鳥
が
生
息

し
て
い
る
。
標
高
二
千
メ
ー
ト
ル
の
西
吾
妻
山
な
ど
に
は
、
天
然
性
の
ブ
ナ
林
、
亜
高
山
性
針

葉
樹
林
、
さ
ら
に
偽
高
山
帯
と
い
っ
た
幅
広
い
植
生
を
有
し
、
ク
マ
タ
カ
や
ハ
ヤ
ブ
サ
等
の
希

少
鳥
獣
が
生
息
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
当
該
区
域
は
、
鳥
獣
の
生
息
の
た
め
に
重
要
な
区
域
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
第
二
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る

鳥
獣
保
護
区
に
指
定
し
、
当
該
地
域
に
生
息
す
る
鳥
獣
の
保
護
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

２

尾
瀬
鳥
獣
保
護
区

一�

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
区
分

森
林
鳥
獣
生
息
地
の
保
護
区

二�

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
目
的

当
該
鳥
獣
保
護
区
は
、
尾
瀬
国
立
公
園
の
中
心
地
域
で
、
南
側
は
群
馬
県
、
西
側
は
新
潟
県

と
接
し
、
北
側
に
は
燧
ヶ
岳
を
始
め
と
す
る
二
千
メ
ー
ト
ル
級
の
山
々
が
そ
び
え
、
尾
瀬
ヶ
原

を
始
め
と
す
る
広
大
な
湿
原
や
尾
瀬
沼
に
は
、
四
季
折
々
に
バ
イ
カ
モ
や
エ
ゾ
ヒ
ル
ム
シ
ロ
な

ど
二
百
種
類
以
上
の
水
生
植
物
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
そ
れ
を
取
り
巻
く
燧
ヶ
岳
、
大
杉
岳
等

の
山
々
と
ブ
ナ
の
原
生
林
や
尾
瀬
沼
な
ど
変
化
に
富
む
地
域
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
自
然
環
境

を
反
映
し
て
、
コ
マ
ド
リ
、
ヤ
マ
ネ
、
ホ
ン
ド
オ
コ
ジ
ョ
等
の
鳥
獣
の
生
息
が
認
め
ら
れ
る
。

こ
の
た
め
、
当
該
区
域
は
、
鳥
獣
の
生
息
の
た
め
に
重
要
な
区
域
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
第
二
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る

鳥
獣
保
護
区
に
指
定
し
、
当
該
地
域
に
生
息
す
る
鳥
獣
の
保
護
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

(
｢

別
紙
区
域
図｣

は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
福
島
県
生
活
環
境
部
環
境
共
生
総
室
自
然
保
護
課

及
び
福
島
県
地
方
振
興
局
県
民
環
境
部
県
民
生
活
課(

南
会
津
地
方
振
興
局
に
あ
っ
て
は
県
民
環
境
部

県
民
環
境
課
、
い
わ
き
地
方
振
興
局
に
あ
っ
て
は
県
民
部
県
民
生
活
課)

に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。)

(

自
然
保
護
課)

福
島
県
告
示
第
四
百
九
十
八
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律(

平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号)

第
二
十
九
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
特
別
保
護
地
区
を
指
定
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
五
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

名
称
、
区
域
及
び
所
在
地

名

称

区

域

所

在

地

裏
磐
梯
鳥
獣
保
護
区

別
紙
区
域
図
の
と
お
り

北
塩
原
村
及
び
猪
苗

裏
磐
梯
特
別
保
護
地

代
町

区尾
瀬
鳥
獣
保
護
区
尾

別
紙
区
域
図
の
と
お
り

檜
枝
岐
村

瀬
特
別
保
護
地
区

二

存
続
期
間

平
成
二
十
三
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
三
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

三

特
別
保
護
地
区
の
保
護
に
関
す
る
指
針

１

裏
磐
梯
鳥
獣
保
護
区
裏
磐
梯
特
別
保
護
地
区

一�

特
別
保
護
地
区
の
指
定
区
分

集
団
渡
来
地
の
保
護
区

二�

特
別
保
護
地
区
の
指
定
目
的

裏
磐
梯
鳥
獣
保
護
区
は
、
磐
梯
山
の
北
側
に
位
置
し
、
檜
原
湖
等
の
湖
沼
群
及
び
東
大
顛
ま

で
の
吾
妻
山
系
西
側
の
地
域
で
あ
り
、
鳥
獣
の
多
様
な
生
息
環
境
を
有
し
て
い
る
。
標
高
約
八

百
メ
ー
ト
ル
の
湖
沼
・
湿
原
に
は
、
カ
ル
ガ
モ
な
ど
水
辺
の
渡
り
鳥
が
生
息
し
、
標
高
二
千
メ
ー

ト
ル
の
西
吾
妻
山
な
ど
に
は
、
天
然
性
の
ブ
ナ
林
を
有
し
、
ク
マ
タ
カ
や
ハ
ヤ
ブ
サ
等
の
希
少

鳥
獣
が
生
息
し
て
い
る
。

特
に
、
当
該
鳥
獣
保
護
区
の
中
で
も
、
檜
原
湖
の
東
岸
及
び
西
岸
や
雄
国
沼
周
辺
の
区
域
は
、

ミ
ズ
ゴ
ケ
湿
原
や
ヨ
シ
湿
原
が
広
が
り
、
湖
沼
や
草
地
に
連
続
す
る
森
林
は
、
山
地
帯
下
部
か

ら
山
地
帯
上
部
に
か
け
て
コ
ナ
ラ
林
や
ブ
ナ
林
で
形
成
さ
れ
て
お
り
、
カ
ル
ガ
モ
、
カ
イ
ツ
ブ

リ
等
水
鳥
の
生
息
地
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
ク
ロ
ツ
グ
ミ
や
オ
オ
ヨ
シ
キ
リ
等
の
生
息
地
及
び

繁
殖
地
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
東
大
顛
、
西
吾
妻
山
の
区
域
に
お
い
て
は
、
標
高
二
千
メ
ー
ト

ル
の
西
吾
妻
山
へ
の
亜
高
山
性
針
葉
樹
林
、
偽
高
山
帯
と
い
っ
た
多
様
な
植
生
に
よ
り
構
成
さ

れ
て
お
り
、
ま
た
下
方
に
コ
ナ
ラ
な
ど
が
生
育
し
て
い
る
た
め
�
と
な
る
ド
ン
グ
リ
が
豊
富
に

あ
る
な
ど
、
コ
サ
メ
ビ
タ
キ
や
オ
シ
ド
リ
な
ど
森
林
性
の
渡
り
鳥
の
生
息
地
及
び
繁
殖
地
と
し

て
重
要
な
区
域
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
当
該
区
域
は
、
裏
磐
梯
鳥
獣
保
護
区
の
中
で
も
特
に
保
護
す
る
必
要
が
あ
る
区

域
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
第
二

十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
別
保
護
地
区
に
指
定
し
、
当
該
地
域
に
生
息
す
る
鳥
獣
及
び
生

息
地
の
保
護
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

２

尾
瀬
鳥
獣
保
護
区
尾
瀬
特
別
保
護
地
区

一�

特
別
保
護
地
区
の
指
定
区
分

森
林
鳥
獣
生
息
地
の
保
護
区

二�

特
別
保
護
地
区
の
指
定
目
的

尾
瀬
鳥
獣
保
護
区
は
、
尾
瀬
国
立
公
園
の
中
心
地
域
で
、
南
側
は
群
馬
県
、
西
側
は
新
潟
県

と
接
し
、
北
側
に
は
燧
ヶ
岳
を
始
め
と
す
る
二
千
メ
ー
ト
ル
級
の
山
々
が
そ
び
え
、
尾
瀬
ヶ
原
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を
始
め
と
す
る
広
大
な
湿
原
や
尾
瀬
沼
に
は
、
四
季
折
々
に
バ
イ
カ
モ
や
エ
ゾ
ヒ
ル
ム
シ
ロ
な

ど
二
百
種
類
以
上
の
水
生
植
物
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
そ
れ
を
取
り
巻
く
燧
ヶ
岳
、
大
杉
岳
等

の
山
々
と
ブ
ナ
の
原
生
林
や
尾
瀬
沼
な
ど
変
化
に
富
む
地
域
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
自
然
環
境

を
反
映
し
て
、
コ
マ
ド
リ
、
ヤ
マ
ネ
、
ホ
ン
ド
オ
コ
ジ
ョ
等
の
鳥
獣
の
生
息
が
認
め
ら
れ
る
。

特
に
、
当
該
鳥
獣
保
護
区
の
中
で
も
、
特
別
保
護
地
区
の
区
域
は
、
中
央
に
あ
る
燧
ヶ
岳
の

西
部
に
尾
瀬
ヶ
原
、
東
部
に
尾
瀬
沼
が
あ
り
、
燧
ヶ
岳
の
ブ
ナ
の
原
生
林
か
ら
尾
瀬
ヶ
原
及
び

尾
瀬
沼
に
か
け
て
、
森
林
か
ら
湿
地
ま
で
多
様
な
生
態
系
が
見
ら
れ
、
メ
ボ
リ
、
ム
シ
ク
イ
、

フ
ク
ロ
ウ
、
オ
シ
ド
リ
、
カ
イ
ツ
ブ
リ
、
オ
オ
ル
リ
、
ホ
ン
ド
オ
コ
ジ
ョ
等
の
多
様
な
鳥
獣
の

良
好
な
生
息
地
と
し
て
特
に
重
要
な
地
域
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
当
該
区
域
は
、
尾
瀬
鳥
獣
保
護
区
の
中
で
も
特
に
保
護
を
図
る
区
域
で
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
第
二
十
九
条
第
一

項
に
規
定
す
る
特
別
保
護
地
区
に
指
定
し
、
当
該
地
域
に
生
息
す
る
鳥
獣
及
び
そ
の
生
息
地
の

保
護
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

(
｢

別
紙
区
域
図｣

は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
福
島
県
生
活
環
境
部
環
境
共
生
総
室
自
然
保
護
課

及
び
福
島
県
地
方
振
興
局
県
民
環
境
部
県
民
生
活
課(

南
会
津
地
方
振
興
局
に
あ
っ
て
は
県
民
環
境
部

県
民
環
境
課
、
い
わ
き
地
方
振
興
局
に
あ
っ
て
は
県
民
部
県
民
生
活
課)

に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。)

(

自
然
保
護
課)

福
島
県
告
示
第
四
百
九
十
九
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律(

平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号)

第
三
十
五
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
を
指
定
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
五
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

使
用
を
禁
止
す
る
特
定
猟
具

銃
器

二

名
称
、
区
域
及
び
所
在
地

名

称

区

域

所

在

地

飯
坂
町
特
定
猟
具
使

別
紙
区
域
図
の
と
お
り

福
島
市

用
禁
止
区
域

作
田
特
定
猟
具
使
用

別
紙
区
域
図
の
と
お
り

本
宮
市

禁
止
区
域

高
倉
北
部
特
定
猟
具

別
紙
区
域
図
の
と
お
り

郡
山
市

使
用
禁
止
区
域

御
代
田
特
定
猟
具
使

別
紙
区
域
図
の
と
お
り

郡
山
市

用
禁
止
区
域

土
生
特
定
猟
具
使
用

別
紙
区
域
図
の
と
お
り

白
河
市

禁
止
区
域

西
白
河
郡
西
郷
村

滑
津
原
特
定
猟
具
使

別
紙
区
域
図
の
と
お
り

西
白
河
郡
中
島
村

用
禁
止
区
域

北
会
津
町
十
二
所
特

別
紙
区
域
図
の
と
お
り

会
津
若
松
市

定
猟
具
使
用
禁
止
区

域豊
川
特
定
猟
具
使
用

別
紙
区
域
図
の
と
お
り

喜
多
方
市

禁
止
区
域

見
明
特
定
猟
具
使
用

別
紙
区
域
図
の
と
お
り

河
沼
郡
会
津
坂
下
町

禁
止
区
域

高
杖
原
特
定
猟
具
使

別
紙
区
域
図
の
と
お
り

南
会
津
郡
南
会
津
町

用
禁
止
区
域

三

存
続
期
間

平
成
二
十
三
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
三
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

(
｢

別
紙
区
域
図｣

は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
福
島
県
生
活
環
境
部
環
境
共
生
総
室
自
然
保
護
課

及
び
福
島
県
地
方
振
興
局
県
民
環
境
部
県
民
生
活
課(

南
会
津
地
方
振
興
局
に
あ
っ
て
は
県
民
環
境
部

県
民
環
境
課
、
い
わ
き
地
方
振
興
局
に
あ
っ
て
は
県
民
部
県
民
生
活
課)

に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。)

(

自
然
保
護
課)

福
島
県
告
示
第
五
百
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律(

平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号)

第
三
十
五
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
を
指
定
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
五
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

使
用
を
禁
止
す
る
特
定
猟
具

銃
器

二

名
称
、
区
域
及
び
所
在
地
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名

称

区

域

所

在

地

原
町
特
定
猟
具
使
用

別
紙
区
域
図
の
と
お
り

南
相
馬
市

禁
止
区
域

早
渡
特
定
猟
具
使
用

別
紙
区
域
図
の
と
お
り

双
葉
郡
川
内
村

禁
止
区
域

大
柿
ダ
ム
特
定
猟
具

別
紙
区
域
図
の
と
お
り

双
葉
郡
浪
江
町

使
用
禁
止
区
域

金
ヶ
森
特
定
猟
具
使

別
紙
区
域
図
の
と
お
り

双
葉
郡
浪
江
町

用
禁
止
区
域

上
ノ
原
特
定
猟
具
使

別
紙
区
域
図
の
と
お
り

双
葉
郡
浪
江
町

用
禁
止
区
域

三

存
続
期
間

平
成
二
十
三
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

(
｢

別
紙
区
域
図｣

は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
福
島
県
生
活
環
境
部
環
境
共
生
総
室
自
然
保
護
課

及
び
福
島
県
地
方
振
興
局
県
民
環
境
部
県
民
生
活
課(

南
会
津
地
方
振
興
局
に
あ
っ
て
は
県
民
環
境
部

県
民
環
境
課
、
い
わ
き
地
方
振
興
局
に
あ
っ
て
は
県
民
部
県
民
生
活
課)
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。)

(

自
然
保
護
課)

福
島
県
告
示
第
五
百
一
号

福
島
県
化
学
物
質
適
正
管
理
指
針
を
定
め
た
件(

平
成
十
年
福
島
県
告
示
第
六
百
三
十
四
号)

は
、

廃
止
す
る
。
な
お
、
福
島
県
化
学
物
質
適
正
管
理
指
針
は
存
続
し
、
今
後
は
、
福
島
県
生
活
環
境
部
環

境
保
全
総
室
水
・
大
気
環
境
課
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ(http://w

w
w
.pref.fukushim

a.jp/kankyou/hourei.
htm
l)

に
お
い
て
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
五
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

(

水
・
大
気
環
境
課)

福
島
県
告
示
第
五
百
二
号

福
島
県
振
動
防
止
対
策
指
針
を
定
め
た
件(

平
成
十
年
福
島
県
告
示
第
六
百
三
十
五
号)

は
、
廃
止

す
る
。
な
お
、
福
島
県
振
動
防
止
対
策
指
針
は
存
続
し
、
今
後
は
、
福
島
県
生
活
環
境
部
環
境
保
全
総

室
水
・
大
気
環
境
課
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ(http://w

w
w
.pref.fukushim

a.jp/kankyou/hourei.htm
l)

に
お
い
て
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
五
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

(

水
・
大
気
環
境
課)

福
島
県
告
示
第
五
百
三
号

福
島
県
悪
臭
防
止
対
策
指
針
を
定
め
た
件(

平
成
十
年
福
島
県
告
示
第
六
百
三
十
六
号)

は
、
廃
止

す
る
。
な
お
、
福
島
県
悪
臭
防
止
対
策
指
針
は
存
続
し
、
今
後
は
、
福
島
県
生
活
環
境
部
環
境
保
全
総

室
水
・
大
気
環
境
課
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ(http://w

w
w
.pref.fukushim

a.jp/kankyou/hourei.htm
l)

に
お
い
て
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
五
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

(

水
・
大
気
環
境
課)

福
島
県
告
示
第
五
百
四
号

土
地
改
良
法(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号)

第
八
十
七
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

大
久
地
区
に
係
る
県
営
経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業
を
行
う
た
め
の
土
地
改
良
事
業
計
画
を
変
更
し
た
。

こ
の
変
更
後
の
関
係
書
類
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
五
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

縦
覧
に
供
す
る
書
類

土
地
改
良
事
業
変
更
計
画
書
の
写
し

二

縦
覧
の
期
間

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
六
日
か
ら(

二
十
日
間)

同

年
十
一
月
十
四
日
ま
で

三

縦
覧
の
場
所

い
わ
き
市
役
所

(

農
村
計
画
課)

福
島
県
告
示
第
五
百
五
号

土
地
改
良
法(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号)

第
八
十
七
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

原
地
区
に
係
る
県
営
経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業
を
行
う
た
め
の
土
地
改
良
事
業
計
画
を
変
更
し
た
。

こ
の
変
更
後
の
関
係
書
類
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
五
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

縦
覧
に
供
す
る
書
類

土
地
改
良
事
業
変
更
計
画
書
の
写
し

二

縦
覧
の
期
間

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
六
日
か
ら(

二
十
日
間)

同

年
十
一
月
十
四
日
ま
で
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一
般
国
道

一
二
一
号

路
線
名

喜
多
方
市
岩
月
町
宮
津
字

西
田
窪
五
三
八
四
番
一
地

先
か
ら

同

市
岩
月
町
入
田
付

字
西
ノ
入
国
有
林
九
六
林

班
イ
小
班
ま
で

喜
多
方
市
熱
塩
加
納
町
大

字
米
岡
字
下
平
乙
六
○
九

番
四
二
地
先
か
ら

同

市
熱
塩
加
納
町
大

字
熱
塩
字
打
越
丁
一
〇
二

〇
番
地
先
ま
で

喜
多
方
市
熱
塩
加
納
町
大

字
熱
塩
字
西
沢
山
丙
二
一

三
四
番
一
地
先
か
ら

同

市
熱
塩
加
納
町
大

字
熱
塩
字
桧
沢
山
国
有
林

喜
多
方
事
業
区
六
二
班
ほ

小
班
ま
で

喜
多
方
市
岩
月
町
宮
津
字

西
田
窪
五
三
八
四
番
一
地

先
か
ら

同

市
松
山
町
鳥
見
山

字
三
百
苅
五
六
六
七
番
一

地
先
ま
で

喜
多
方
市
松
山
町
鳥
見
山

字
三
百
苅
五
六
六
七
番
一

地
先
か
ら

同

市
熱
塩
加
納
町
大

区

間

変
更
前

変
更
前
変

更
後
の
別

Ａ

四
・
五
〜

五
九
・
○

Ｂ

一
一
・
〇
〜

一
四
二
・
○

Ｃ

一
〇
・
五
〜

二
八
九
・
〇

Ｄ

一
七
・
〇
〜

八
九
・
〇

Ｅ

一
七
・
〇
〜

七
〇
・
〇

敷
地
の
幅
員

(

メ
ー
ト
ル)

二
一
、二
〇
七
・
○

一
、
四
五
五
・
四

八
、
五
〇
〇
・
〇

四
、
一
二
〇
・
〇

二
、
五
四
五
・
〇

延

長

(

メ
ー
ト
ル)

喜
多
方
市
熱
塩
加
納
町
大

字
米
岡
字
下
平
乙
六
○
九

番
四
二
地
先
か
ら

同

市
熱
塩
加
納
町
大

字
熱
塩
字
打
越
丁
一
〇
二

〇
番
地
先
ま
で

喜
多
方
市
熱
塩
加
納
町
大

字
熱
塩
字
西
沢
山
丙
二
一

三
四
番
一
地
先
か
ら

同

市
熱
塩
加
納
町
大

字
熱
塩
字
桧
沢
山
国
有
林

喜
多
方
事
業
区
六
二
班
ほ

小
班
ま
で

喜
多
方
市
岩
月
町
宮
津
字

西
田
窪
五
三
八
四
番
一
地

先
か
ら

同

市
松
山
町
鳥
見
山

字
三
百
苅
五
六
六
七
番
一

地
先
ま
で

喜
多
方
市
松
山
町
鳥
見
山

字
三
百
苅
五
六
六
七
番
一

地
先
か
ら

同

市
熱
塩
加
納
町
大

字
米
岡
字
下
平
乙
六
○
九

番
四
二
地
先
ま
で

喜
多
方
市
熱
塩
加
納
町
大

字
熱
塩
字
打
越
丁
一
〇
二

〇
番
地
先
か
ら

同

市
熱
塩
加
納
町
大

字
熱
塩
字
西
沢
山
丙
二
一

喜
多
方
市
岩
月
町
宮
津
字

西
田
窪
五
三
八
四
番
一
地

先
か
ら

同

市
松
山
町
鳥
見
山

字
三
百
苅
五
六
六
七
番
一

地
先
ま
で

喜
多
方
市
松
山
町
鳥
見
山

字
三
百
苅
五
六
六
七
番
一

地
先
か
ら

同

市
熱
塩
加
納
町
大

字
米
岡
字
下
平
乙
六
○
九

番
四
二
地
先
ま
で

喜
多
方
市
熱
塩
加
納
町
大

字
熱
塩
字
打
越
丁
一
〇
二

〇
番
地
先
か
ら

同

市
熱
塩
加
納
町
大

字
熱
塩
字
西
沢
山
丙
二
一

三
四
番
一
地
先
ま
で

変
更
後

Ｂ

一
一
・
〇
〜

一
四
二
・
○

Ｃ

一
〇
・
五
〜

二
八
九
・
〇

Ｄ

一
七
・
〇
〜

八
九
・
〇

Ｅ

一
七
・
〇
〜

七
〇
・
〇

Ｆ

一
一
・
五
〜

一
四
三
・
〇

Ｄ

一
七

〇

八
九
・
〇

Ｅ

一
七
・
〇
〜

七
〇
・
〇

Ｆ

一
一
・
五
〜

一
四
三
・
〇

一
、
四
五
五
・
四

八
、
五
〇
〇
・
〇

四
、
一
二
〇
・
〇

二
、
五
四
五
・
〇

二
、
七
五
三
・
七

四

一
二
〇

〇

二
、
五
四
五
・
〇

二
、
七
五
三
・
七

三

縦
覧
の
場
所

会
津
若
松
市
役
所

(

農
村
計
画
課)

福
島
県
告
示
第
五
百
六
号

道
路
法(
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号)

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
一
般
国
道
に

つ
い
て
道
路
の
区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
福
島
県
土
木
部
道
路
総
室
道
路

計
画
課
及
び
福
島
県
喜
多
方
建
設
事
務
所
で
平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
五
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
五
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平
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国
道
一
一
八
号

路

線

名
字
三
百
苅
五
六
六
七
番
一

地
先
か
ら

同

市
熱
塩
加
納
町
大

字
米
岡
字
下
平
乙
六
○
九

番
四
二
地
先
ま
で

喜
多
方
市
熱
塩
加
納
町
大

字
熱
塩
字
打
越
丁
一
〇
二

〇
番
地
先
か
ら

同

市
熱
塩
加
納
町
大

字
熱
塩
字
西
沢
山
丙
二
一

三
四
番
一
地
先
ま
で

会
津
若
松
市
明
和
町
二
八
九
番
二
地
先
か
ら

同

市
表
町
一
五
番
地
先
ま
で

供

用

開

始

の

区

間

七
〇

〇

Ｆ

一
一
・
五
〜

一
四
三
・
〇

平
成
二
三
年
一
〇

月
二
五
日

供
用
開
始
の
期
日

二
、
七
五
三
・
七

公

告

(

道
路
計
画
課)

福
島
県
告
示
第
五
百
七
号

道
路
法(

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号)

第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
道
路
の

供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
福
島
県
土
木
部
道
路
総
室
道
路
計
画
課
及
び
福
島
県
会
津
若

松
建
設
事
務
所
で
平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
五
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
五
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

(

道
路
計
画
課)

福
島
県
告
示
第
五
百
八
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律(
平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号)

第
八
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
一
部
に
つ
い
て
次
の
と

お
り
指
定
を
解
除
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
五
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

区
域
の
範
囲
及
び

土
砂
災
害
の
発
生

自
然
現
象
に
よ
り

区

域

名

区

域

原
因
と
な
る
自
然

建
築
物
に
作
用
す

現
象
の
種
類

る
と
想
定
さ
れ
る

衝
撃

本
町
一
丁
目

二
本
松
市
本
町
一
丁
目

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

２
号

(
｢

次
の
図｣

は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
福
島
県
土
木
部
河
川
港
湾
総
室
砂
防
課
及
び
当
該
土
砂

災
害
特
別
警
戒
区
域
を
所
管
す
る
福
島
県
建
設
事
務
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。)

(

砂

防

課)

公
告
第
百
九
十
四
号

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法(

平
成
十
年
法
律
第
七
号)

第
二
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
非

営
利
活
動
法
人
の
定
款
の
変
更
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
五
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日

平
成
二
十
三
年
十
月
十
八
日

二

名
称

特
定
非
営
利
活
動
法
人
パ
レ
ッ
ト
２
１

三

代
表
者
の
氏
名

安
瀬

三
男

四

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

福
島
県
郡
山
市
上
亀
田
十
六
番
地

五

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

こ
の
法
人
は
、
幼
児
、
学
童
か
ら
高
齢
者
、
障
害
児(

者)

及
び
そ
の
家
族
の
人
た
ち
に
対
し
て
、

地
域
で
安
心
あ
る
暮
ら
し
が
実
現
で
き
る
よ
う
に
自
立
支
援
と
家
族
の
福
祉
増
進
を
図
る
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行
い
地
域
福
祉
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
同
時
に
、
保
育
、
教

育
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
育
成
に
努
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

(

文
化
振
興
課)

公
告
第
百
九
十
五
号

保
健
師
助
産
師
看
護
師
法(

昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
三
号)

第
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
、
平
成

二
十
三
年
度
福
島
県
准
看
護
師
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
五
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

試
験
期
日

平
成
二
十
四
年
二
月
十
五
日(

水)

午
後
一
時
開
始

二

試
験
場
所

郡
山
市
熱
海
町
熱
海
二
丁
目
一
四
八
番
地
の
二

郡
山
ユ
ラ
ッ
ク
ス
熱
海
多
目
的
ホ
ー
ル

三

提
出
書
類

１

受
験
願
書

２

写
真
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出
願
前
六
月
以
内
に
脱
帽
し
て
正
面
か
ら
撮
影
し
た
縦
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
横
四
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
の
も
の
で
、
そ
の
裏
面
に
は
撮
影
年
月
日
及
び
氏
名
を
記
載
し
、
受
験
用
写
真
台
紙
に
貼
り

付
け
る
こ
と
。

３

受
験
資
格
を
証
す
る
書
類

一�

保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
施
行
規
則(

昭
和
二
十
六
年
厚
生
省
令
第
三
十
四
号
。
以
下｢

規

則｣
と
い
う
。)

第
二
十
七
条
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
書
類
と
す
る
。

二�

受
験
願
書
の
受
付
期
間
内
に
規
則
第
二
十
七
条
第
二
号
の
修
業
証
明
書
又
は
卒
業
証
明
書
を

添
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
者
は
、
当
該
証
明
書
に
代
え
て
修
業
見
込
証
明
書
又
は
卒
業
見
込

証
明
書
を
添
付
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
こ
の
者
が
平
成
二
十
四
年
三
月
十
二
日
午
後
五
時
ま
で

に
修
業
証
明
書
又
は
卒
業
証
明
書
を
知
事
に
提
出
し
な
い
と
き
は
、
試
験
結
果
の
い
か
ん
に
か

か
わ
ら
ず
当
該
試
験
は
無
効
と
す
る
。

四

受
験
手
数
料

六
千
九
百
円
と
し
、
相
当
金
額
の
福
島
県
収
入
証
紙
を
受
験
願
書
に
貼
っ
て
納
入
す
る
こ
と(

消

印
は
し
な
い
こ
と
。)

。

五

受
験
願
書
の
受
付
期
間

平
成
二
十
三
年
十
二
月
五
日
か
ら
同
月
七
日
ま
で
に
持
参
又
は
書
留
郵
便
に
よ
り
郵
送
の
こ
と

(

郵
送
の
場
合
は
、
平
成
二
十
三
年
十
二
月
七
日
ま
で
の
消
印
の
あ
る
も
の
は
有
効
と
す
る
。)

。

六

受
験
願
書
の
提
出
先

福
島
県
保
健
福
祉
部
健
康
衛
生
総
室
地
域
医
療
課
感
染
・
看
護
室

福
島
市
杉
妻
町
二
番
十
六
号(

郵
便
番
号
九
六
〇
│
八
六
七
〇)

電
話

〇
二
四
│
五
二
一
│
七
二
二
二(

直
通)

七

そ
の
他

１

受
験
願
書
用
紙
等
を
郵
便
で
請
求
す
る
場
合
は
、
封
筒
の
表
に｢
准
看
護
師
試
験
願
書
請
求｣

と
朱
書
し
て
百
四
十
円
切
手
を
貼
っ
た
宛
先
明
記
の
返
信
用
封
筒
を
同
封
の
上
、
前
記
受
験
願
書

の
提
出
先
へ
請
求
す
る
こ
と
。

２

試
験
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
福
島
県
保
健
福
祉
部
健
康
衛
生
総
室
地
域
医
療
課
感
染
・
看
護
室

に
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
。

(

地
域
医
療
課
感
染
・
看
護
室)

公
告
第
百
九
十
六
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律(

平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号
。
以
下｢

法｣

と
い
う
。)

第
十
七
条
第
三
項
に
規
定
す
る
対
策
工
事
等
が
完
了
し
た
。

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
五
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

法
第
十
条
第
一
号
に
規
定
す
る
開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

二
本
松
市
本
町
一
丁
目
百
八
番

二

法
第
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
開
発
行
為
の
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

二
本
松
市
本
町
一
丁
目
三
十
五
番
地

医
療
法
人
辰
星
会

(

砂

防

課)
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